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一　

は
じ
め
に

「
た
ま
ご
」
の
漢
字
表
記
「
卵
」
と
「
玉
子
」
の
使
い
分
け

に
つ
い
て
、
笹
原
宏
之
氏
は
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。
１

・
料
理
に
使
わ
れ
る
食
材
と
し
て
の
「
た
ま
ご
」
の
漢
字
表

記
に
は
、「
玉
子
」
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

・
し
か
し
、
使
い
分
け
に
は
個
人
差
が
あ
る
。

・
そ
の
個
人
差
は
本
来
の
形
が
変
わ
っ
た
か
否
か
、
火
が

通
っ
て
い
る
か
否
か
、
味
が
付
い
て
い
る
か
否
か
な
ど
が

基
準
と
な
る
。
２

笹
原
氏
は
試
し
に
出
汁
で
煮
た
玉
ね
ぎ
を
卵
で
か
ら
め
、
ご

飯
の
上
に
の
せ
た
「
た
ま
ご
丼
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
と
、「
玉
子
丼
」
が
八
二
〇
〇
〇
件
、「
卵
丼
」
が

三
七
〇
〇
〇
件
で
あ
り
、
前
者
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。
調

理
が
進
む
ほ
ど
「
玉
子
」
が
し
っ
く
り
く
る
よ
う
で
、
特
に
寿

司
ネ
タ
な
ど
和
風
の
加
工
品
で
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
だ
と
述

べ
る
。

ま
た
、「
ト
カ
ゲ
の
タ
マ
ゴ
」
を
検
索
す
る
と
、「
ト
カ
ゲ
の

卵
」
一
一
八
〇
〇
件
に
対
し
て
、「
ト
カ
ゲ
の
玉
子
」
は
五
件

し
か
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

次
に
、
塩
田
雄
大
・
山
下
洋
子
両
氏
は
二
〇
一
三
年
三
月
に

行
っ
た「
日
本
語
の
ゆ
れ
調
査
」の
結
果
を
基
に
、現
代
語
の「
た

ま
ご
や
き
」の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。（
日

本
全
国
の
二
十
歳
以
上
の
男
女
一
二
四
一
人
が
回
答
）
３

・「
玉
子
焼
き
」
と
書
く
派
が
６
４
％
、「
卵
焼
き
」
と
書
く

「
卵
」
と
「
玉
子
」

　
　
　
―
同
訓
異
字
に
つ
い
て
の
試
論
―

山
　
村
　
仁
　
朗
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に
対
す
る
子
の
意
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

②
と
く
に
殻
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
カ
ヒ
ゴ
（
カ
ヒ
は
殻

の
意
で
、
貝
と
同
源
の
語
）
と
い
う
語
形
が
見
ら
れ
、
平

安
中
期
の
『
和
名
抄
』
や
末
期
の
『
類
聚
名
義
抄
』
で
は

「
卵
」
に
カ
ヒ
ゴ
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
鶏
卵
に
つ
い
て
は

ト
リ
ノ
コ
と
い
う
語
も
あ
っ
た
。

③
タ
マ
ゴ
の
語
が
出
現
す
る
の
は
室
町
期
で
、
キ
リ
シ
タ
ン

が
南
蛮
料
理
を
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
、
卵
を
食
用
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三

年
）
に
は
卵
の
解
説
と
し
て
、
京
都
で
は
カ
イ
ゴ
と
言
う

と
あ
る
の
で
、
当
時
タ
マ
ゴ
は
方
言
あ
る
い
は
俗
語
の
形

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
同
時
代
の
節
用
集

類
に
は
カ
ヒ
ゴ
の
形
し
か
見
ら
れ
な
い
。
近
世
に
入
り
広

く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
信
太
氏
の
説
を
検
討
す
る
形
で
論
を
進
め
る
。

二
．
二　

上
代
・
中
古

上
代
に
「
た
ま
ご
」
と
い
う
語
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、

「
卵
」
と
い
う
漢
字
は
既
に
存
在
す
る
。

『
萬
葉
集
』
に
「
生
卵
」
と
い
う
表
記
を
持
つ
歌
が
あ
る
。

　
　

霍
公
鳥
を
詠
む
一
首

う
ぐ
ひ
す
の　

卵
の
中
に
（
生
卵
乃
中
尓
）　

ほ
と
と
ぎ

す　

ひ
と
り
生
れ
て　

汝
が
父
に　

似
て
は
鳴
か
ず　

汝

が
母
に
似
て
は
鳴
か
ず　

卯
の
花
の　

咲
き
た
る
野
辺
ゆ　

飛
び
翔
り　

来
鳴
き
と
よ
も
し　

橘
の　

花
を
居
散
ら
し　

ひ
ね
も
す
に　

鳴
け
ど
聞
き
良
し　

賂
は
せ
む　

遠
く
な

行
き
そ　

我
が
や
ど
の　

花
橘
に　

住
み
渡
れ
鳥

（
萬
葉
集　

巻
９
・
一
七
五
五　

雑
歌
）

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
は
美
し
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
一
日
中

聞
い
て
い
て
も
聞
き
飽
き
な
い
。
そ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
、
遠
く

に
行
か
ず
我
が
庭
の
橘
に
住
み
つ
い
て
ず
っ
と
鳴
き
続
け
て
く

れ
と
呼
び
か
け
た
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
の
最
初
の
部
分
に
「
生
卵
」
の
例
が
あ
る
。「
う
ぐ

ひ
す
の
卵
の
中
に
ほ
と
と
ぎ
す
ひ
と
り
生
れ
て
汝
が
父
に　

似

て
は
鳴
か
ず
汝
が
母
に
似
て
は
鳴
か
ず
」
と
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
が

持
つ
托
卵
性
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の「
生
卵
」の
表
記
を『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』や『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
西
本

願
寺
本
が
こ
の
箇
所
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
ん
で
お
り
、
現
代
の

注
釈
書
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
西
本
願
寺
本
『
萬
葉
集
』）

派
が
３
３
％
で
あ
る
。

・
相
対
的
に
見
て
、
男
性
に
「
玉
子
焼
き
」
派
が
多
い
。

（「
玉
子
」
７
２
％
、「
卵
」
２
６
％
、
男
性
五
七
一
人
中
）

・
相
対
的
に
見
て
、
女
性
に
「
卵
焼
き
」
派
が
多
い
。　

（「
玉
子
」
５
８
％
、「
卵
」
４
０
％
、
女
性
六
七
〇
人
中
）

・
年
齢
別
の
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。

・
地
域
別
で
は
関
西
に
や
や
「
玉
子
焼
き
」
派
が
多
い
。

塩
田
・
山
下
氏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
受
け
て
、
張
明
氏
は

ウ
ェ
ブ
上
で
の
使
用
実
態
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ

と
を
指
摘
す
る
。
４

・
ウ
ェ
ブ
上
で
は
「
卵
焼
き
」
が
多
い
。

・
相
対
的
に
見
て
、
女
性
に
「
卵
焼
き
」
が
多
い
。

・
関
東
で
は
「
卵
焼
き
」
が
相
対
的
に
多
い
。

・
中
部
で
は
「
玉
子
焼
き
」
が
相
対
的
に
多
い
。

・
ほ
か
の
食
材
と
一
緒
に
使
う
料
理
名
に
は
、「
卵
焼
き
」

が
多
い
。（
例
：
ほ
う
れ
ん
草
の
卵
焼
き
）

以
上
、
三
つ
の
研
究
よ
り
、
現
代
語
の
「
卵
」「
玉
子
」
の

漢
字
表
記
の
使
い
分
け
の
実
状
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
こ
と

が
把
握
で
き
る
。

ま
ず
、
笹
原
氏
の
指
摘
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
食
材
以

外
の
「
た
ま
ご
」
に
つ
い
て
は
「
卵
」
の
字
を
用
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
医
者
の
た
ま
ご
」
の
場
合
も
、
ま
だ
一
人
前

に
な
る
前
と
い
う
こ
と
で
、
生
物
と
し
て
の
「
た
ま
ご
」
の
比

喩
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
医
者
の
卵
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
も
笹
原
氏
の
指
摘
か
ら
で
あ
る
が
、
食
物
と
し
て
の
調
理

の
過
程
が
進
む
ほ
ど
に
「
玉
子
」
の
表
記
が
多
く
な
る
よ
う
で

あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
食
材
と
し
て
は
「
卵
」
が
多
く
使
用
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
た
ま
ご
焼
き
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
塩
野
・
山
下
両
氏
と

張
氏
と
の
調
査
結
果
は
異
な
る
が
そ
れ
だ
け
表
記
に
ゆ
れ
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
現
代
語
の
実
状
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
卵
」
と
「
玉

子
」
の
使
い
分
け
を
歴
史
的
に
見
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
変
遷

を
辿
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

併
せ
て
、
同
訓
異
字
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　
「
た
ま
ご
」
の
語
誌

二
．
一　

信
太
知
子
氏
の
説

信
太
知
子
氏
は
名
詞
「
た
ま
ご
」
の
語
源
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
５

①
そ
の
形
が
球
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
タ
マ
（
玉
）
の
コ
（
子
）

と
い
っ
た
も
の
。
古
く
は
『
古
事
記
』
の
歌
謡
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
コ
だ
け
で
卵
の
意
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
親
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乳
類
や
魚
類
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は『
倭
名
類
聚
抄
』

の
「
鳥
胎
」
と
い
う
説
明
と
と
も
に
、同
じ
く
『
倭
名
類
聚
抄
』

に
お
い
て
「
卵
」
が
「
羽
族
類
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
羽
族
と
は
鳥
名
お
よ
び
「
嘴
・
翼
・
尾
」
な

ど
の
鳥
類
に
関
す
る
漢
字
を
集
め
た
族
で
あ
る
。「
カ
ヒ
ゴ
」

の
「
ゴ
」
が
子
を
表
す
の
で
あ
れ
ば
、「
カ
ヒ
ゴ
」
と
は
鳥
の

胎
児
を
表
す
の
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
、「
卵
」
は
主
に
食
べ
物
の
称
と
し
て
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、第
一
に
食
べ
物
と
考
え
る
。し
か
し
、『
萬

葉
集
』
一
七
五
五
歌
の
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
カ
ヒ
ゴ
」
と

は
生
物
と
し
て
鳥
の
胎
児
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
鳥
の
胎
は
母
体
の
中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
点
で
哺
乳
類
と
異
な
る
。
母
体
の
外
に
硬
い
殻
に
覆
わ
れ

た
姿
で
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
卵
」
の
外
形
上
の
特
徴
と

し
て
、殻
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が「
カ

ヒ
」
で
あ
る
。「
カ
ヒ
ゴ
」
の
「
カ
ヒ
」
と
は
貝
と
同
源
の
語
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
硬
い
殻
・
硬
い
も
の
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。

伊
勢
の
海
女
の
朝
菜
夕
菜
に
潜
く
と
い
ふ
鮑
の
貝
の
（
鮑

貝
之
）
片
思
に
し
て

（
萬
葉
集　

巻
１
１
・
二
七
九
八
）

家
づ
と
に
貝
を
拾
ふ
と
（
可
比
乎
比
里
布
等
）
沖
辺
よ
り

寄
せ
来
る
波
に
衣
手
濡
れ
ぬ

（
萬
葉
集　

巻
１
５
・
三
七
〇
九
）

つ
ま
り
、「
カ
ヒ
ゴ
」
と
は
硬
い
殻
に
入
っ
た
子
（
カ
イ
＋
ゴ
）

と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

話
が
少
し
逸
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
代
語
の

「
貝
殻
」
は
同
様
の
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
合
成
語
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

先
に
中
古
の
例
と
し
て
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
も
の
を
挙
げ
た

が
、『
源
氏
物
語
』
や
八
代
集
な
ど
の
和
文
資
料
に
は
「
カ
イ
ゴ
」

の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

中
古
の
例
と
し
て
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
も
の
が
あ
る
。

今
昔
、
陸
奥
国
ニ
住
ケ
ル
男
、
年
来
鷹
ノ
子
ヲ
下
シ
テ
、

要
ニ
ス
ル
人
ニ
与
ヘ
テ
、
其
ノ
直
ヲ
得
テ
世
ヲ
渡
リ
ケ
リ
。

鷹
ノ
巣
ヲ
食
タ
ル
所
ヲ
見
置
テ
、
年
来
下
ケ
ル
ニ
、
母
鷹

此
ノ
事
ヲ
思
ヒ
侘
ビ
ケ
ル
ニ
有
ケ
ム
、
本
ノ
所
ニ
巣
ヲ
不

食
ズ
シ
テ
、
人
ノ
可
通
ベ
キ
用
モ
無
キ
所
ヲ
求
メ
テ
、
巣

ヲ
食
ヒ
テ
卵
ヲ
生
ミ
ツ
。
巌
ノ
屏
風
ヲ
立
タ
ル
様
ナ
ル
崎

ニ
、
下
大
海
ノ
底
ヰ
モ
不
知
ら
ぬ
荒
磯
ニ
テ
有
リ
。
其
レ

ニ
遥
ニ
下
テ
生
タ
ル
木
ノ
大
海
ニ
差
覆
ヒ
タ
ル
末
ニ
生
テ

ケ
リ
。
実
ニ
人
可
寄
付
キ
様
無
所
ナ
ル
ベ
シ
。　

（
巻
１
６　

陸
奥
国
鷹
取
男
、
依
観
音
助
存
命
語
第
六
）

長
年
、
鷹
の
子
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
男
が
い
た
。

そ
の
こ
と
を
侘
し
く
思
っ
た
母
鷹
は
人
が
寄
り
付
か
な
い
場
所

に
巣
を
作
っ
て
（
食
ヒ
テ
）
卵
を
生
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
例
は
、

こ
の
箇
所
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
と
し
て
、『
萬
葉
集
』
の

中
で
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

他
に
上
代
の
例
と
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』
の
も
の
が
あ
る
。

肥
後
国
八
代
群
豊
服
の
郷
の
人
、
豊
服
広
公
の
妻
懐
妊
み

て
、
宝
亀
の
二
年
辛
亥
の
冬
の
十
一
月
十
五
日
の
寅
の
時

に
、
一
つ
の
肉
団
を
産
み
生
し
き
。
其
の
姿
①
卵
の
如
し

（
其
姿
如
卵
）。
夫
妻
謂
ひ
て
祥
に
非
じ
と
し
て
、
笥
に
入

れ
て
山
の
石
に
中
に
蔵
め
置
く
。
七
日
逕
て
往
き
て
見
れ

ば
、
肉
団
の
②
殻
開
き
て
（
肉
団
殻
開
）、
女
子
生
め
り
。

（『
日
本
霊
異
記
』
下　

第
十
九
）

肥
後
国
八
代
郡
豊
服
郷
人　

豊
服
広
公
之
妻
懐
妊　

宝
亀

二
年
辛
亥
冬
十
一
月
十
五
日
寅
時　

産
生
一
肉
団　

其
姿

如
卵　

夫
妻
謂
為
非
祥　

入
笥
以
蔵
置
之
山
石
中　

逕
七

日
而
往
見
之　

肉
団
殻
開　

生
女
子
焉

肥
後
国
の
豊
服
広
公
の
妻
が
懐
妊
し
、
生
ん
だ
の
が
「
卵
」

の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
卵
を
よ
く
な
い
も
の

と
思
い
、
夫
婦
は
山
の
中
に
隠
し
て
、
七
日
後
に
行
っ
て
み
る

と
、「
殻
」
が
開
い
て
女
児
が
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
「
卵
」「
殻
」
を
共
に
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』
で
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
ん
で
い
る
。

①
「
卵
」
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
系
』

は
『
和
名
類
聚
抄
』
の
訓
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
頭
注
に
あ
る
。

ま
た
、「
卵
」
と
は
鳥
の
卵
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
文
の
妻

が
生
ん
だ
「
肉
団
」
は
胞
衣
を
被
っ
て
生
ま
れ
た
の
か
と
推
測

し
て
い
る
。

②
「
殻
」
を
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
系
』

は
訓
釈
お
よ
び『
字
鏡
集
』の
訓
に
よ
る
と
頭
注
に
あ
る
。
ま
た
、

『
類
聚
名
義
抄
』『
色
葉
字
類
抄
』
が
「
殻
」
に
「
カ
ヒ
」
の
訓

を
当
て
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

な
お
、『
日
本
霊
異
記
』
の
和
訓
は
上
代
語
の
特
性
を
も
つ

と
考
え
、
①
②
の
訓
は
上
代
語
の
も
の
と
す
る
。
６

そ
の
『
日
本
霊
異
記
』
頭
注
が
①
「
卵
」
の
訓
の
根
拠
と
し

て
挙
げ
る
中
古
資
料
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
「
卵
」
の
項
は
次
の

よ
う
に
記
す
。

（
二
十
巻
本　

倭
名
類
聚
抄　

巻
十
八
・
二
）

「
卵
」
は
「
加
比
古
（
カ
ヒ
ゴ
）」
と
訓
む
と
い
う
。
ま
た
、

語
義
は
「
鳥
胎
」
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
「
カ
ヒ
ゴ
」
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、「
カ
ヒ
ゴ
」
と
は
鳥
の
胎
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
哺
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・「
卵
」
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
と
訓
む
。

・「
カ
ヒ
ゴ
」
は
「
カ
イ
＋
ゴ
」
と
分
析
で
き
、
殻
に
入
っ

た
子
と
分
析
で
き
る
。

・「
タ
マ
ゴ
」
と
い
う
語
は
存
在
し
な
い
。

・「
玉
子
」
と
い
う
漢
字
表
記
は
存
在
し
な
い
。

二
．
三　

中
世

中
世
、
室
町
末
に
な
る
と
「
た
ま
ご
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
。

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

T
am

ago　

タ
マ
ゴ
（
玉
子
）　 

卵　

 

上
（Cam

i

）
で
は

　
　
　
　

  Caigo

（
卵
）
と
言
う
。　
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）

「
上
（Cam

i

）」
と
は
身
分
の
上
下
の
位
相
差
か
、
あ
る
い

は
中
央
・
地
方
の
方
言
差
の
こ
と
で
あ
ろ
う
７

。
こ
こ
で
は
方

言
差
と
考
え
て
お
く
８

。
そ
の
「
上
」
で
は
タ
マ
ゴ
の
こ
と
を

「
カ
イ
ゴ
」
と
い
う
と
あ
る
。『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
「
カ
イ
ゴ
」

の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

Caigo　

 

カ
イ
ゴ
（
卵
・
蚕
）　

鶏
の
卵
、ま
た
は
、鳥
の
卵
。

ま
た
（
蚕
）、
下
（X

im
o

）
で
は
、
蚕
の
こ
と

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
は
、「
タ
マ
ゴ
」
と
「
カ
イ
ゴ
」
の
違

い
を
、
意
味
で
は
な
く
「
上
・
下
」
と
い
う
用
い
る
層
の
違
い

と
し
て
説
明
す
る
。
意
味
の
差
で
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
同
書

「Cayeri, ru, etta

」
の
項
に
明
ら
か
で
あ
る
。

例　

Caigo, l, tam
agoga cayetta.

　
　
（
卵
ま
た
は
玉
子
が
孵
っ
た
）

（
邦
訳
日
葡
辞
書　

Cayeri, ru, etta

の
項
）

こ
こ
で
は
、
鳥
の
卵
の
孵
化
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
室
町
期
の
料
理
本
『
料
理
物
語
』
で
は
「
タ
マ
ゴ
」

ば
か
り
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

玉た
ま
ご子

酒さ
け　

　

玉
子
を
あ
け
ひ
や
酒
を
す
こ
し
つ
ゝ
入
よ
く

と
き
て
塩
を
す
こ
し
入
か
ん
を
し
て
出
候
也　

た
ま
ご
一
つ
に
さ
け
を
り
べ
に
三
盃は

い

入
よ
し

玉た
ま
ご子

素そ
う
め
ん麺　

た
ま
ご
を
あ
け
よ
く
か
き
あ
は
せ
白
ざ
た
う

を
せ
ん
じ
其
中
へ
卵
の
か
ら
に
て
す
く
ひ
ほ

そ
く
お
と
し
候
な
り
取
あ
げ
よ
く
さ
ま
し
て

よ
し

（
料
理
物
語
）

こ
の
書
で
は
「
玉
子
」
と
い
う
漢
字
表
記
が
用
い
ら
れ
、「
た

ま
ご
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
あ
る
。「
カ
イ
ゴ
」
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。

ま
た
、こ
の
書
で
は
「
タ
マ
ゴ
」
を
表
す
の
に
漢
字
表
記
「
玉

今
ま
で
見
て
き
た
例
と
同
様
、
鳥
の
胎
児
を
意
味
し
て
い
る
。

今
昔
、
天
竺
ノ
（　
　

）
国
ニ
大
王
有
リ
。
般
沙
羅
王
ト

云
フ
。
其
ノ
后
、
五
百
ノ
卵
ヲ
産
メ
リ
。
大
王
此
レ
ヲ
見

テ
、
奇
異
ノ
思
ヲ
成
ス
。
后
モ
自
ラ
恥
テ
小
キ
箱
ニ
入
レ

テ
、
使
ヲ
以
テ
恒
伽
河
ニ
流
シ
ツ
。

　
（
巻
５　

般
沙
羅
王
五
百
卵
、
初
知
父
母
語
第
六
）

イ
ン
ド
の
般
沙
羅
王
の
后
が
五
百
の
卵
を
産
ん
だ
。
そ
の
こ

と
を
后
は
恥
ず
か
し
く
思
い
、
小
さ
な
箱
に
入
れ
て
流
し
た
と

い
う
。
こ
の
例
で
は
人
の
産
ん
だ
子
を
卵
と
表
し
て
い
る
。
し

か
し
、
続
く
部
分
に
こ
れ
ら
の
卵
の
中
か
ら
男
の
子
が
出
て
き

た
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
后
は
子
を
産
ん
だ
の
で

は
な
く
、
鳥
の
よ
う
に
卵
を
産
ん
だ
の
で
あ
る
。

日
来
ヲ
経
ル
程
ニ
、
此
ノ
五
百
ノ
卵
ヨ
リ
各
一
人
ノ
男
子

出
タ
リ
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
卵
・
カ
ヒ
ゴ
」
も
鳥
の
胎
児
と
同
様
、

殻
に
入
っ
た
子
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

今
昔
、
和
泉
ノ
国
ノ
和
泉
ノ
郡
、
下
ノ
痛
脚
村
ニ
、
一
人

ノ
男
有
ケ
リ
。
心
邪
見
シ
テ
、
因
果
ヲ
不
知
ズ
。
常
ニ
鳥

ノ
卵
ヲ
求
テ
、
焼
キ
食
ヲ
以
て
業
ト
ス
。　

（
巻
２
０　

和
泉
国
人
、
焼
食
鳥
卵
得
現
報
語
第
三
十
）

和
泉
の
国
に
心
が
邪
険
で
、
因
果
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い

男
が
い
た
。
そ
の
男
は
鳥
の
卵
を
焼
い
て
食
べ
て
い
た
。
男
が

食
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
卵
」
は
食
用
と
し
て
の

そ
れ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
男
は
鳥
の
卵

を
殺
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
遂
に
は
死
ん
で
し
ま
い
地
獄
に

落
ち
る
報
い
を
受
け
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
卵
は

あ
く
ま
で
も
食
物
で
は
な
く
生
物
（
鳥
の
胎
児
）
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。「
卵
」
は
食
物
と
し
て
の
卵
を
表
す
語
で
な
い
。

古
代
に
お
い
て
、
卵
を
食
べ
る
習
慣
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
譚
の
最
後
の
部
分
に
も
そ
の
こ
と
が

窺
え
る
。

人
皆
此
ヲ
聞
テ
、「
殺
生
ノ
罪
ニ
依
テ
、
現
ニ
地
獄
ノ
報

ノ
示
也
」
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
然
レ
バ
、
人
此
ヲ
見
聞
テ
、
邪

見
ヲ
止
メ
因
果
ヲ
信
ジ
テ
、
不
可
殺
生
ズ
。

「「
卵
ヲ
焼
煮
ル
者
ハ
、
必
ズ
灰
地
獄
ニ
堕
」
ト
云
ハ
実
也

ケ
リ
」
ト
ゾ
人
云
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
タ
リ
ト
ヤ
。

食
物
と
し
て
の
卵
を
「
卵
・
カ
ヒ
ゴ
」
と
し
て
表
現
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
表
す
語
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
卵
を
食

べ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
表
す
語
が
存
在
し
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。

上
代
・
中
古
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

・「
卵
」
は
生
物
と
し
て
の
鳥
の
子
を
意
味
す
る
。
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T
A

M
A

GO

　

タ
マ
ゴ　

卵　

n. A
n egg.

　
　
　
　
　
　

 

― w
o um

u, to lay an egg.

　
　
　
　
　
　

 

― no shirom
i, the w

hite of an egg.

　
　
　
　
　
　

 

― no kim
i, the yoik of an egg.

　
　
　
　
　
　

 

― no kara,egg-shell

　
　
（
和
英
語
林
集
成　

第
三
版
）

「
た
ま
ご
の
白
み
」「
た
ま
ご
の
黄
身
」
の
よ
う
に
、
食
物
名

と
し
て
用
い
ら
れ
る
一
方
で
、「
た
ま
ご
を
生
む
」
の
よ
う
に

生
物
名
と
し
て
も
「
た
ま
ご
」
を
用
い
る
。
な
お
、『
和
英
語

林
集
成
』
に
「
カ
イ
ゴ
」
は
項
と
し
て
挙
が
っ
て
い
な
い
。

近
世
・
近
代
を
通
し
て
、「
た
ま
ご
」
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

中
世
と
同
じ
よ
う
に
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

卵　

・
た
ま
ご
・
生
物
名
／
食
物
名

玉
子
・
た
ま
ご
・
食
物
名

三　

変
遷
の
整
理

以
上
の
変
遷
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
上
代
～
中
世

※
「
た
ま
ご
＝
玉
子
」
は
中
世
に
出
現
す
る
。

（
２
）
近
世
・
近
代

※
生
物
名
に
も
「
た
ま
ご
」
を
用
い
る
。
ま
た
、「
卵
」
を
「
た

ま
ご
」
と　

読
み
始
め
る
。

こ
の
変
遷
の
中
で
現
代
の
使
い
分
け
の
状
況
を
改
め
て
整
理

す
る
。

ま
ず
、
近
世
・
近
代
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
生

物
名「
カ
イ
ゴ
」は
現
代
で
も
用
い
な
い
。「
タ
マ
ゴ
」を
用
い
る
。

し
か
し
、「
カ
イ
ゴ
」
の
漢
字
表
記
「
卵
」
は
消
滅
せ
ず
、「
タ

マ
ゴ
」
の
漢
字
表
記
と
な
っ
て
生
き
残
っ
た
。
現
代
で
は
、
生

物
名
「
タ
マ
ゴ
」
を
表
す
際
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

漢
字
「
卵
」
は
生
物
名
だ
け
で
な
く
、「
玉
子
」
の
領
域
で

あ
る
食
物
名
に
も
侵
食
し
て
い
る
。
特
に
食
材
名
と
し
て
は

「
卵
」
よ
り
も
優
勢
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
料
理
名
へ
も
勢
力
を

呼
称

漢
字
表
記

生
物
名

か
ひ
ご

卵

食
物
名

た
ま
ご

玉
子

呼
称

漢
字
表
記

生
物
名

た
ま
ご

卵

食
物
名

玉
子

子
」
と
平
仮
名
表
記
「
た
ま
ご
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
料
理

名
と
し
て
は
漢
字
表
記
を
用
い
て
い
る
が
、
材
料
名
と
し
て
表

す
場
合
は
漢
字
表
記
と
平
仮
名
表
記
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
両
表
記
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

い
さ
さ
か
短
絡
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
を
繋
ぎ
あ
わ

せ
る
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
「
上
・
下
」
の
差
は
地
域
差
を
表
し
、

「
下
」
と
は
地
方
、
特
に
長
崎
を
指
し
て
い
る
８

。
そ
の
長
崎

に
西
洋
文
化
が
伝
わ
っ
た
。
同
時
に
料
理
や
調
理
法
も
伝
わ
っ

た
。
そ
の
際
、
今
ま
で
日
本
で
食
べ
て
い
な
か
っ
た
卵
を
用
い

る
料
理
も
紹
介
さ
れ
、そ
れ
の
こ
と
を
鳥
の
子
を
意
味
す
る「
カ

イ
ゴ
」
と
区
別
し
て
、「
タ
マ
ゴ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、「
玉
子
・
タ
マ
ゴ
」
と
は
食
物
名
と
し
て
成
立
し

た
も
の
で
あ
り
、
生
物
名
と
し
て
の
「
卵
・
カ
イ
ゴ
」
と
は
明

確
な
区
別
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

卵　

・
カ
ヒ
ゴ
・
生
物
名

　

玉
子
・
タ
マ
ゴ
・
食
物
名

二
．
四　

近
世
・
近
代

近
世
に
な
る
と
、「
卵
・
カ
ヒ
ゴ
」
と
「
玉
子
・
タ
マ
ゴ
」
の

使
い
分
け
が
早
く
も
崩
れ
始
め
る
。
卵
は
生
物
と
し
て
よ
り
も
、

食
物
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

近
世
資
料
に
は
「
た
ま
ご
」
の
例
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
世
後
期
資
料
『
浮
世
風
呂
』
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

唐
人
も
は
な
は
だ
杜
撰
が
多
い
な
ど
ゝ
い
ふ
傍
か
ら
、
モ

シ
丹
渓
さ
ま
鶏た

ま
ご卵

を
食
た
い
と
申
し
ま
す
。
い
か
ゞ
致
し

ま
せ
う
と
い
は
れ
て
、
ア
、
ア
、
な
る
程
、
エ
ヽ
、
鶏け

い

卵ら
ん

は
よ
ろ
し
く
な
い
。
し
か
し
た
べ
た
い
と
思
は
ゞ
、
あ
ひ

る
卵ら

ん

を
少
し
が
能
い
、
な
ど
ゝ
て
に
は
の
や
う
な
事
を
い

ふ
男
ど
も
だ
。
歎
し
い
事
だ
て
ナ
。
ハ
ツ
ハ
ツ
ハ
ツ

（
浮
世
風
呂
）

漢
学
者
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
茶
化
し
て
い
る
場
面
で
あ

る
。
こ
こ
で「
鶏
卵
」「
あ
ひ
る
卵
」と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
食
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
で「
卵
」

の
漢
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
初
の
例

に
つ
い
て
は
「
鶏
卵
」
に
「
た
ま
ご
」
と
い
う
ル
ビ
が
当
て
て

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
で
は
「
カ
ヒ
ゴ
」
よ
り
も
「
タ
マ
ゴ
」

が
優
位
に
な
り
始
め
る
。
食
用
と
し
て
の
卵
の
表
記
に
漢
字

「
卵
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
た
ま
ご
」
の
漢
字
と
し

て
も
「
卵
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
代
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
「
た
ま
ご
」
が
優
位
に
な
り
、

食
物
か
生
物
か
に
関
係
な
く
「
た
ま
ご
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
ヘ
ボ
ン
著
『
和
英
語
林
集
成
』
で
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。
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ク
チ
ナ
ハ
は
ク
チ
ナ
ブ
サ
の
四
音
節
化
で
あ
つ
て
、
た
ゞ

複
合
の
み
が
新
た
な
る
言
語
藝
術
の
意
匠
で
あ
つ
た
。
之

を
構
成
し
て
居
る
ク
チ
も
古
語
な
る
如
く
、
ナ
ブ
サ
は
も

と
有
毒
蛇
の
ヘ
ビ
・
ハ
ブ
に
対
立
し
て
、
人
に
好
意
を
も

つ
蛇
類
の
古
名
で
あ
つ
た
。
ク
チ
ナ
ハ
は
単
に
其
組
立
の

意
匠
が
俗
で
あ
つ
た
故
に
、
雅
言
と
し
て
は
久
し
く
承
認

せ
ら
れ
ず
、
従
つ
て
又
文
筆
に
も
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
が

稀
で
あ
つ
た
。
ヘ
ビ
が
そ
の
本
来
の
領
分
か
ら
外
に
出
て
、

ナ
ブ
サ
の
代
り
迄
を
勤
め
る
や
う
に
な
つ
た
の
も
、
原
因

は
一
つ
は
爰
に
在
つ
た
。
即
ち
ク
チ
ナ
ハ
は
進
ん
で
毒
蛇

の
ヘ
ビ
に
取
つ
て
代
ら
う
と
し
て
却
つ
て
撃
退
せ
ら
れ
、

も
と
の
ナ
ブ
サ
の
本
營
ま
で
も
失
は
う
と
し
て
居
る
の
で

あ
る
。

「
卵
」
と
「
玉
子
」
は
漢
字
の
使
い
分
け
の
問
題
で
あ
り
、「
ヘ

ビ
」
と
「
ク
チ
ナ
ハ
」
は
語
彙
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

直
ち
に
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
訓
を
失
っ
た
「
卵
」
は
「
玉
子
」
の
範
囲
を
侵
食

す
る
。
同
様
に
「
ク
チ
ナ
ハ
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と
し

た
「
ヘ
ビ
」
は
「
ク
チ
ナ
ハ
」
を
撃
退
す
る
。
劣
勢
に
立
っ
た

も
の
が
却
っ
て
、
勢
力
を
盛
り
返
す
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。

日
本
語
や
そ
の
表
記
に
は
劣
勢
な
も
の
が
優
勢
に
転
じ
る
と

い
う
性
質
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

１ 

笹
原
宏
之
『
訓
読
み
の
は
な
し
』（
二
〇
〇
八
年　

光

文
社　

但
し
、
用
い
た
の
は
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
版　

二
〇
一
四
年
）

２ 

個
人
差
の
基
準
に
つ
い
て
は「
殻
が
つ
い
て
い
る
か
否
か
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

３ 

塩
田
雄
大
・
山
下
洋
子
「「
卵
焼
き
」
よ
り
「
玉
子
焼
き
」　

―
日
本
語
の
ゆ
れ
に
関
す
る
調
査
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

か
ら
①
―
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
放
送
研
究

と
調
査
』　

二
〇
一
三
年
九
月
号
）

４ 

張
明
「
ウ
ェ
ブ
検
索
に
よ
る
漢
字
表
記
の
ゆ
れ
に
関
す
る

調
査　

―「
卵
焼
き
」と「
玉
子
焼
き
」を
中
心
に
―
」（『
学

習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』
十
三　

二
〇
一
七
年
）

５ 

山
口
佳
紀
編
『
暮
ら
し
の
こ
と
ば　

新
語
源
辞
典
』（
講

談
社　

二
〇
〇
八
年
）

６ 

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』（
執
筆
者　

吉
田
金
彦
）

７ 

地
域
差
の
「
上
」
に
つ
い
て
、『
日
葡
辞
書
』
で
は

「Cam
igata

」（
上
方
）
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

８ 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』「X

im
o

（
下
）」
の
項
に
「
下
の
部
分
．

ま
た
、
こ
れ
ら
の
島
々
、
す
な
わ
ち
、
西
国
．」
と
あ
り
、

そ
の
注
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

下
の
島
々
の
意
．
本
書
が
長
崎
で
の
編
集
で
あ
る
こ

と
を
反
映
し
た
説
明
．

　
（
注
は
編
訳
者
：
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
）

９ 

『
定
本
柳
田
国
男　

第
十
九
集
』（
筑
摩
書
房　

一
九
六
九

年
）

拡
大
し
て
お
り
、例
え
ば
「
た
ま
ご
焼
き
」
の
場
合
は
「
玉
子
」

と
「
卵
」
は
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
。

（
１
）（
２
）に
倣
っ
て
、現
代
の
状
況
を
示
す
と（
３
）に
な
る
。

（
３
）
現
代

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
の
流
れ
の
中
で
今
後
の
展
開
を
予
測

す
る
と
、「
卵
」
が
さ
ら
に
使
用
範
囲
を
拡
大
し
、
や
が
て
「
玉

子
」
が
用
い
ら
れ
な
く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

四　

仮
説
と
柳
田
国
男
の
論

前
節
の
整
理
か
ら
、
い
く
つ
か
の
仮
説
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
。例

え
ば
、「
カ
イ
ゴ
」と「
タ
マ
ゴ
」の
語
の
変
遷
に
関
係
し
て
、

次
の
こ
と
を
導
き
出
せ
る
。

（
ⅰ
）
あ
る
対
象
に
対
す
る
新
し
い
語
（
タ
マ
ゴ
）
が
生
じ

る
と
、
古
い
方
の
語
（
カ
イ
ゴ
）
は
消
滅
す
る
。

ま
た
、「
卵
」
と
「
玉
子
」
の
漢
字
表
記
の
変
遷
に
関
係
し

て
次
の
こ
と
が
導
き
出
せ
る
。

（
ⅱ
）
あ
る
漢
字
（
卵
）
に
つ
い
て
、
本
来
の
訓
（
カ
イ
ゴ
）

が
な
く
な
り
、
別
の
訓
（
タ
マ
ゴ
）
の
漢
字
と
な
る
場

合
、
も
と
の
漢
字
（
玉
子
）
の
範
囲
を
侵
食
し
、
勢
力

を
強
め
る
。

こ
れ
ら
の
仮
説
が
正
し
い
か
は
他
の
例
を
用
い
て
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
ⅰ
）
に
関
し
て
言
え
ば
、「
あ
か
」
に
対
す
る
「
赤
」「
紅
」

「
朱
」、「
あ
し
」
に
対
す
る
「
足
」「
脚
」
の
表
記
に
つ
い
て
考

察
を
試
み
る
こ
と
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

本
稿
は
仮
説
を
挙
げ
る
に
留
め
る
。
検
証
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

最
後
に
、（
ⅱ
）
に
関
連
し
て
柳
田
国
男
の
論
を
挙
げ
て
お
く
。

柳
田
国
男
「
青
大
将
の
起
原
」
で
は
、
蛇
を
意
味
す
る
「
ク

チ
ナ
ハ
」
は
使
用
地
域
が
「
ヘ
ビ
」
よ
り
も
遥
か
に
広
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
方
言
と
し
て
や
が
て
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
原

因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
ヘ
ビ
」
は
「
ハ
ブ
」
と
同
源
の
語

で
あ
る
こ
と
、「
ク
チ
」
は
「
人
が
此
動
物
を
忌
み
憎
ん
だ
悪
称
」

で
あ
り
、「
ナ
ワ
」
は
「
ナ
ブ
サ
」
と
い
う
蛇
を
表
す
語
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
の
分
析
の
の
ち
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
９

呼
称

漢
字
表
記

生
物
名

た
ま
ご

卵↓

食
物
名

食
材
名

料
理
名

玉
子
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一　

は
じ
め
に

安
岡
章
太
郎
が
昭
和
二
八
年
四
月
に
発
表
し
た
「
陰
気
な
愉

し
み
」
に
は
、
公
的
な
扶
助
を
受
け
る
元
戦
病
兵
の
不
可
思
議

な
心
情
と
行
動
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
論
で
中
心
に
な
る
の

は
、
こ
の
不
可
思
議
さ
の
解
読
で
あ
る
。
服
部
達
⑴

は
、「
裏

返
し
に
さ
れ
た
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
」「
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
自

己
と
そ
れ
を
挫
折
さ
せ
よ
う
と
す
る
自
己
と
の
も
つ
れ
あ
い
」

と
い
っ
た
二
重
構
造
を
見
出
し
、
以
後
端
的
に
「
自
虐
的
ユ
ー

モ
ア
」
⑵

、「
疚
し
さ
」
⑶

、「
に
せ
も
の
意
識
」
⑷

な
ど
と
評
さ
れ
、

さ
ら
に
メ
タ
視
点
か
ら
「
卑
屈
、
屈
辱
、
劣
等
感
、
羞
恥
、
と

い
っ
た
概
念
は
、
い
ず
れ
も
〈
私
〉
が
世
界
に
マ
イ
ナ
ス
の
関

わ
り
を
創
る
た
め
に
意
図
的
に
選
び
と
ら
れ
た
位
置
」⑸
と
総

括
さ
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
も
安
岡
的
主
人
公
の
特
殊
な
資
質
に

着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
の
試
み
も
ま
た
、
結
果
的
に
安

岡
的
主
人
公
「
私
」
の
個
人
的
な
資
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
先
行
論
と
差
別
化
す
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
方
法
論
を
採
る
。

第
一
に
、
個
人
と
対
峙
す
る
は
ず
の
社
会
が
、
こ
の
作
品
の

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
／
取
り
上
げ
ら
れ
ず
に
い
る
様
を
検
証
す

る
。
安
岡
が
な
ぜ
そ
れ
を
描
き
／
描
か
な
か
っ
た
か
を
問
う
こ

と
か
ら
、
第
二
第
三
の
方
法
論
に
接
続
す
る
。

第
二
に
、「
自
虐
的
ユ
ー
モ
ア
」「
疚
し
さ
」「
卑
屈
」「
劣
等

感
」
と
い
っ
た
解
読
か
ら
は
み
出
す
観
点
を
、
同
時
期
の
や
や

マ
イ
ナ
ー
な
作
品
を
援
用
す
る
こ
と
で
見
出
す
。

第
三
に
、
安
岡
初
期
作
品
に
共
通
す
る
構
造
を
見
出
す
。

安
岡
章
太
郎
「
陰
気
な
愉
し
み
」
論 

―
― 

社
会
と
の
距
離田

　
中
　
俊
　
男

　

初
出
は
『
方
言
』
二
巻
四
号
（
一
九
三
二
年　

原
題
「
な

ぶ
さ
考
」）

（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
講
師
）




